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三
原
　
こ
ん
に
ち
は
。
先
生
と
は
、

雑
談
で
土
日
や
平
日
夜
間
な
ど
の

時
間
帯
に
、
よ
く
お
話
し
し
て
い

ま
す
が
、
改
め
て
先
生
に
医
療
の

お
話
に
お
付
き
合
い
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

早
速
で
す
が
、
村
上
先
生
は
山

口
大
学
医
学
部
に
て
、
総
合
診
療

科
を
専
攻
さ
れ
た
と
お
伺
い
し
ま

し
た
が
、
総
合
診
療
科
と
は
ど
う

い
っ
た
診
療
科
で
し
ょ
う
か
。

村
上
　
山
口
大
学
医
学
部
大
学
病

院
で
は
、
内
科
的
な
病
気
で
来
院

さ
れ
、
紹
介
状
を
持
た
れ
な
い
患

者
様
全
部
を
診
ま
す
。
診
察
の
結

果
、
そ
の
ま
ま
治
療
ま
で
行
え
る

場
合
は
、
そ
の
ま
ま
診
ま
す
。
専

門
的
な
診
察
が
必
要
と
判
断
す
れ

ば
、
専
門
の
科
に
紹
介
し
ま
す
。

風
邪
な
ど
の
軽
微
な
病
気
、
専
門

科
の
狭
間
に
あ
る
よ
う
な
病
気
、

心
身
症
の
よ
う
な
精
神
的
背
景
を

持
つ
よ
う
な
病
気
な
ど
を
診
て
い

ま
し
た
。

も
っ
と
広
く
、
村
の
唯
一
の
診

療
所
の
よ
う
に
、
病
気
に
な
っ
た

ら
何
科
で
あ
っ
て
も
と
り
あ
え
ず

か
か
る
所
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア：

最
初
の
科
）
と
い
う
考
え
方
も
あ

り
ま
す
。

三
原
　
わ
か
り
ま
し
た
。
現
在
、

先
生
は
当
院
に
お
け
る
診
療
科
と

し
て
は
『
内
科
』
に
所
属
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
す
が
、
当
院
で
の

『
総
合
診
療
科
』
の
位
置
づ
け
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

村
上
　
消
化
器
科
を
は
じ
め
、
各

診
療
科
に
優
秀
な
医
師
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
の
で
、
軽
微
な
病
気
、

専
門
科
の
狭
間
に
あ
る
よ
う
な
病

気
を
積
極
的
に
診
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
精
神
的
・
社
会
的
に
問

題
を
抱
え
た
患
者
様
た
ち
に
対
処

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
原
　
村
上
先
生
と
言
え
ば
、
柔

和
な
対
応
と
笑
顔
、
そ
し
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
一
杯
に
使
う
真
剣
な

説
明
は
、
外
来
や
病
棟
で
よ
く
拝

見
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
患
者
様

に
納
得
し
て
頂
く
た
め
の
工
夫
は

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

村
上
　
よ
く
耳
を
傾
け
る
こ
と
で

す
。「
患
者
様
の
話
の
中
に
ヒ
ン
ト

が
あ
る
」
と
申
し
ま
す
か
ら
。

大
学
病
院
で
は
「
医
療
面
接
」

の
実
習
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

病
気
に
関
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

家
族
や
仕
事
な
ど
患
者
様
の
背
景
、

趣
味
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
聞

き
出
す
技
術
で
す
。
そ
の
指
導
を

し
て
い
ま
し
た
。

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
、
病
気

だ
け
で
な
く
、
患
者
様
自
身
の
こ

と
、
患
者
様
を
取
り
巻
く
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
も
注
意
を
向
け
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。

三
原
　
臨
床
医
「
病
院
等
で
医
療

に
従
事
す
る
医
師
」
と
し
て
、
今

後
の
地
域
医
療
に
と
っ
て
大
切
な

こ
と
は
、
何
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

村
上
　
病
気
と
い
う
壁
に
よ
っ
て

社
会
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
患
者
様

を
、
社
会
に
帰
す
よ
う
に
努
め
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
病
気
を
治

す
だ
け
で
な
く
、
病
気
を
抱
え
て

い
て
も
、
仕
事
が
で
き
、
家
族
に

囲
ま
れ
て
過
ご
せ
る
よ
う
な
こ
と

で
す
ね
。
行
政
や
福
祉
や
い
ろ
ん

な
方
々
の
協
力
が
必
要
で
す
が
。

患
者
様
は
「
病
気
を
抱
え
た
人
間
」

で
す
か
ら
、
そ
の
人
間
の
部
分
を

十
分
理
解
す
る
努
力
が
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
族
、
近
所
、
施
設
な
ど
、
周

囲
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
も
十
分

気
を
配
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

三
原
　
最
後
に
、
先
生
は
教
員
か

ら
医
師
へ
の
転
職
を
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
、
文
字
通
り
『
先
生
』
か

ら
『
先
生
』
に
な
ら
れ
た
わ
け
で

す
が
、
前
職
の
経
験
が
活
か
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
答

え
願
い
ま
す
。

村
上
　
最
も
直
接
的
な
事
は
、
ろ

う
学
校
で
教
え
て
い
た
の
で
、
耳

が
聞
こ
え
な
い
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
種
の
慣
れ
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
で
も
、
聴
覚
障
害
の
方
を
診
察

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

病
気
と
い
う
問
題
を
抱
え
た
人

に
寄
り
添
い
、
励
ま
し
、
治
し
て

育
て
て
行
こ
う
と
い
う
考
え
方
も
、

教
員
と
し
て
育
て
ら
れ
た
影
響
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
病
院
へ
来
た
と

い
う
こ
と
は
、
病
気
を
治
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
を
大
切

に
し
て
、
患
者
様
と
共
に
病
気
を

治
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
職
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

患
者
と
し
て
病
院
へ
通
っ
た
り
、

入
院
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
時
感
じ
た
こ
と
を
診
療
に
生
か

せ
た
ら
い
い
な
と
も
思
い
ま
す
。

三
原
　
先
生
に
ご
期
待
申
し
上
げ

る
の
は
、
そ
の
笑
顔
と
患
者
様
の

た
め
に
流
さ
れ
る
汗
で
す
。
そ
の

汗
は
宝
石
よ
り
輝
い
て
い
て
、
さ

ら
に
加
速
度
を
増
し
て
輝
き
続
け

る
と
・
・
・
。
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

美
祢
市
立
美
東
病
院

内
科
医
長

村
上
　
泰
昭

問
合
せ
先

美
祢
市
立
美
東
病
院

（

０
８
３
９
６

０
５
１
５
）

医
師
に
聴
く
！
｜
内
科
編

｜

今
回
は
、
総
合
診
療
を
専
門
に
回
診
と
外
来
に
、
ま
さ
し
く
院
内
を
跳
び

回
っ
て
お
ら
れ
る
内
科
医
長
の
村
上
泰
昭
医
師
に
お
伺
い
し
ま
す
。
質
問

者
は
事
務
部
の
三
原
係
長
で
す
。
今
、
当
院
で
最
も
患
者
様
に
根
付
い
た

医
療
を
展
開
し
て
お
ら
れ
る
医
師
の
一
人
で
す
。
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眼
科
は
常
勤
の
原
田
医
師
が

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
毎
日

診
察
を
い
た
し
ま
す
。

通
常
は
午
前
中
の
診
察
で
す

が
、
目
に
症
状
が
ご
ざ
い
ま
し

た
時
は
午
後
で
も
診
察
を
い
た

し
ま
す
の
で
気
兼
ね
な
く
御
連

絡
・
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
水

曜
日
の
み
、
手
術
の
た
め
午
後

の
診
察
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

手
術
は
高
齢
者
に
多
い
「
白

内
障
」
手
術
を
年
間
60
例
以
上

行
っ
て
い
ま
す
。

白
内
障
手
術
は
、
火
曜
日
入

院
・
水
曜
日
手
術
・
金
曜
日
退

院
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。

手
術
は
、
山
口
大
学
医
学
部

附
属
病
院
眼
科
の
「
近
間
准
教

授
」
を
迎
え
、
万
全
を
期
し
て

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
目
に
不

安
の
あ
る
方
は
、
一
度
眼
科
の

受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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美
祢
市
役
所
及
び
関
係
機
関

で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
及
び

省
エ
ネ
の
た
め
、
た
だ
い
ま
ノ

ー
ネ
ク
タ
イ
で
勤
務
し
て
い
ま

す
。
こ
の
期
間
に
あ
わ
せ
て
、

平
成
23
年
の
山
口
国
体
開
催
と
、

秋
芳
洞
開
洞
１
０
０
年
を
広
報

・
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
の
一
環
と
し

て
、
職
員
が
勤
務
中
に
山
口
国

体
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

“ち
ょ
る
る
”
や
秋
芳
洞
の
ロ
ゴ

が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

着
用
期
間
は
９
月
30
日
ま
で

で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先

総
務
部
総
務
課

（

０
８
３
７

１
１
１
０
）



募
集
人
員

１
名

業
務
内
容

介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
（
介
護
予
防
プ
ラ
ン
作
成
）

雇
用
期
間

平
成
21
年
８
月
１
日

〜
平
成
22
年
３
月
31
日

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
勤
務

日
数
は
月
15
日
未
満
）

応
募
資
格

介
護
支
援
専
門
員
の

登
録
を
し
て
い
る
人

応
募
方
法
　
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
美
祢
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
提
出
す
る
。

応
募
期
間

平
成
21
年
６
月
15
日

〜
平
成
21
年
７
月
31
日

面
接
日

後
日
、
直
接
お
知
ら
せ
　

い
た
し
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ
先

美
祢
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（

０
８

３
７

０
１
３
８
）
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■
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

秋
吉
八
重
団
地
（
秋
芳
町
秋
吉
・

秋
吉
小
学
校
付
近
）

募
集
戸
数

２
戸
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

家
　
　
賃

４
万
５
千
円
〜
７

万
３
千
５
百
円

三
本
松
団
地
（
美
東
町
大
田
・
道
　

の
駅
み
と
う
横
）

募
集
戸
数

３
戸
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

試
験
の
種
類

甲
・
乙
種
火
薬
類
取
扱
保
安
責

任
者
試
験

丙
種
火
薬
類
製
造
保
安
責
任
者

試
験

試
験
日
時

８
月
23
日

甲
・
乙
種
火
薬
類
取
扱
保
安
責

任
者
試
験
（
13
時
〜
15
時
）

丙
種
火
薬
類
製
造
保
安
責
任
者

試
験
（
13
時
〜
15
時
30
分
）

試
験
場
所

山
口
県
労
働
者
福
祉
文
化
中
央

会
館
（
山
口
市
緑
町
３
―
29
）

願
書
受
付
期
間

６
月
23
日

〜
７
月
２
日

９

時
30
分
〜
16
時
30
分
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
。
郵
送
の
場
合
は

７
月
２
日

の
消
印
有
効
）

受
験
願
書
の
請
求
・
受
付
場
所
・

問
合
せ
先

社
団
法
人
全
国
火
薬
類
保
安
協

会
　
山
口
県
試
験
事
務
所
　

山
口
市
中
央
４
丁
目
５
―
16

家
　
　
賃
　
４
万
６
千
円
〜
６

万
８
千
４
百
円

白
土
団
地
（
美
東
町
真
名
・
湯
の

口
温
泉
付
近
）

募
集
戸
数

３
戸
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

家
　
　
賃

４
万
１
千
円
〜
５
　

万
円

■
県
住
宅
供
給
公
社
賃
貸
住
宅

温
湯
第
２
団
地
（
美
東
町
大
田
・

み
と
う
悠
々
苑
裏
）

募
集
戸
数

３
戸
（
２
戸
２
Ｌ

Ｄ
Ｋ
、
１
戸
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

家
　
　
賃

３
万
３
千
円
（
２

Ｌ
Ｄ
Ｋ
）、
３
万
９
千
円（
３
　

Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

採
用
予
定
職
種
及
び
人
員

看
護
師(

平
成
21
年
10
月
採
用)

５
人
程
度

看
護
師(

平
成
22
年
４
月
採
用)

５
人
程
度

薬
剤
師(

平
成
22
年
４
月
採
用)

１
人
程
度

介
護
職(

平
成
22
年
４
月
採
用)

若
干
名

受
験
資
格

看
護
師(

平
成
21
年
10
月
採
用)

昭
和
34
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
看
護
師
免

許
を
有
す
る
人

看
護
師(

平
成
22
年
４
月
採
用)

昭
和
45
年
４
月
２
日
以
降
に
　
　

生
ま
れ
た
人
で
、
看
護
師
免

許
を
有
す
る
人
又
は
国
家
試

験(

平
成
21
年
度
実
施
）
に
合

格
し
、
当
該
免
許
を
取
得
す

る
見
込
み
の
人

薬
剤
師(

平
成
22
年
４
月
採
用)

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
薬
剤
師
免

許
を
有
す
る
人
又
は
国
家
試

験(

平
成
21
年
度
実
施
）
に
合

格
し
、
当
該
免
許
を
取
得
す

る
見
込
み
の
人

介
護
職(

平
成
22
年
４
月
採
用)

昭
和
45
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
介
護
福
祉

士
の
資
格
を
有
す
る
人
又
は

国
家
試
験(

平
成
21
年
度
実

施
）
に
合
格
し
、
当
該
資
格
　
　

を
取
得
す
る
見
込
み
の
人

申
込
期
間

７
月
15
日

ま
で

試

験

日

７
月
26
日

受
験
申
込
書
の
請
求
先

市
総
務

部
総
務
課
ま
た
は
市
病
院
事
業

局
経
営
管
理
課

申
込
・
問
合
せ
先

市
総
務
部
総
務
課

（

０
８
３
７

１
１
１
１
）

市
病
院
事
業
局
経
営
管
理
課

（

０
８
３
７

０
５
０
３
）

【
共
通
事
項
】

受
付
可
能
期
間

平
成
21
年
６
月

15
日

〜
30
日

入
居
可
能
時
期

７
月
中
旬

※
申
込
資
格
な
ど
詳
し
く
は
問
合

せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

市
建
設
課
管
理
係

０
８
３
７

１
１
１
６
）

市
美
東
総
合
支
所
建
設
経
済
課

０
８
３
９
６

５
０
０
７
）

市
秋
芳
総
合
支
所
建
設
経
済
課

０
８
３
７

１
９
０
１
）

今から54年前に岩手県で起きたバ
スの転落事故をきっかけにに考えら
れ、交通安全のシンボルとして使用
されています。
美祢市では、交通事故により昨年
は４人、今年は１人の尊い命が失わ
れています。悲惨な事故を少しでも
減少させ、かけがえのない命を守る
ために、美祢市においても交通安全
「黄色い羽根」運動を開始します。
今後、交通安全運動期間中や交通
イベント等で使用し、交通事故のな
い安心して豊かに暮らせるまちを目
指していきますの
で、市民の皆さんの
ご協力をよろしくお
願いします。
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今
年
も
「
母
と
子
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

平
成
21
年
７
月
３
日

10
時
〜
12
時

場
　
所

サ
ン
ワ
ー
ク
美
祢
　
多

目
的
ホ
ー
ル

対
象
者

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

内
　
容

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ラ
ピ

ー
「
音
や
音
楽
の
中
で
み
つ
け

よ
う
！
こ
ど
も
の
心
と
身
体
」

講
師
　
こ
ど
も
音
楽
セ
ン
タ
ー
　

音
楽
療
法
士

※
お
も
ち
ゃ
作
り
や
お
や
つ
の
試

食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

お
茶
、
お
手
ふ
き
、
く
つ
袋
な

ど
は
各
自
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

平
成
21
年
７
月
１
日

申
込
・
問
合
せ
先

美
祢
市
保
健

〜
明
か
り
を
消
し
て
地
球
温

暖
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ

う
〜本

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
事
業
所

や
家
庭
に
お
い
て
可
能
な
範
囲
で

明
か
り
を
消
し
、
市
民
一
人
一
人

に
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
何

が
で
き
る
か
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。特

に
６
月
21
日

【
夏
至
の
日
】

と
７
月
７
日

【
ク
ー
ル
ア
ー
ス

・
デ
ー
】
の
20
時
か
ら
22
時
の
２

時
間
は
、
県
内
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

施
設
に
対
し
一
斉
に
消
灯
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
家
庭
に
お
い
て

も
、
家
族
が
居
間
等
に
集
ま
り
、

他
の
部
屋
の
明
か
り
を
で
き
る
だ

け
消
灯
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時

平
成
21
年
６
月
21
日

〜
７
月
７
日

20
時
〜
22
時

問
合
せ
先
　
市
生
活
環
境
課
環

境
衛
生
係
（

０
８
３
７

１

０
９
０
）

内
　
容

定
年
退
職
者
や
他
産
業

従
事
者
な
ど
肉
用
牛
に
興
味
の

あ
る
人
を
対
象
に
、
肉
用
牛
経

営
を
開
始
す
る
際
に
必
要
と
な

る
基
礎
知
識
な
ど
を
、
農
家
で

の
飼
養
体
験
や
子
牛
市
場
の
視

察
な
ど
を
通
じ
て
学
び
ま
す
。

第
１
回
目
は
農
業
大
学
校
で
の

基
礎
講
座
、
第
２
〜
４
回
目
は

畜
産
農
家
で
の
家
畜
飼
養
体
験
、

第
５
回
目
は
子
牛
市
場
視
察
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

開
催
日

平
成
21
年
７
月
４
日

10
時
〜
15
時

場
　
所

農
業
大
学
校
（
防
府
市

牟
礼
３
１
８
番
地
）

問
合
せ
先

美
祢
農
林
事
務
所
畜

産
部
（

０
８
３
７

１
０
７

０
）

山
口
地
方
法
務
局
及
び
山
口
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
学

校
に
お
け
る
『
い
じ
め
』
や
家
庭

内
で
の
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も

を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
や
悩
み
に

つ
い
て
電
話
相
談
を
平
日
８
時
30

分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

強
化
週
間
中
は
次
の
時
間
で
も

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

強
化
週
間
中
受
付
時
間

６
月
28
日

〜
７
月
４
日

平
　
日
　
８
時
30
分
〜
19
時

土
・
日
曜
日
　
10
時
〜
17
時

問
合
せ
先

山
口
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
・
山
口
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
　
〒
７
５
３
―
８

５
７
７
　
山
口
市
中
河
原
町
６

―
16
（

０
８
３
―
９
２
２
―

２
２
９
５
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
季
節

性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
違
い
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
免
疫
を
も
た
な

い
た
め
流
行
し
や
す
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
ち
ど
沈
静
化
し
て
も

秋
か
ら
再
び
流
行
が
起
こ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

の
た
め
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

○
う
が
い
、
手
洗
い
を
徹
底
し
ま

６
月
１
日
よ
り
毎
週
火
曜
日
の

外
科
外
来
（
午
前
）
の
診
察
担
当

医
が
下
井
利
重
医
師
に
変
更
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
受
付
時
間
・

診
察
時
間
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

美
祢
市
立
美
東
病
院
事
務
部

（

０
８
３
９
６

０
５
１
５
）

し
ょ
う
。

○
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

○
な
る
べ
く
、
人
混
み
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

○
風
邪
の
症
状
が
あ
る
人
は
、
マ

ス
ク
を
着
け
ま
し
ょ
う
。

○
咳
・
く
し
ゃ
み
の
と
き
は
鼻
、

口
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
覆
う
な
ど
　

「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

○
正
し
い
情
報
に
よ
り
、
冷
静
に

行
動
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
窓
口

美
祢
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（

０
８
３
７

０
３
０
４
）

発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー

宇
部
環
境
保
健
所

（

０
８
３
６

３
２
０
０
）

井上敏雄氏

美
祢
市
教
育
委
員
会
委
員
の
鬼

村
昭
寛
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

平
成
21
年
第
３
回
臨
時
議
会
に
お

い
て
、
後
任
と
し
て
、
新
た
に
井

上
敏
雄
氏
を
美
祢
市
教
育
委
員
会

委
員
と
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

セ
ン
タ
ー
（

０
８
３
７

０

３
０
４
）

山
口
県
商
工
会
館
２
階

（

０
８
３
―
９
２
５
―
２
６

４
９
）
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法
律
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務

者
向
け
の
無
料
法
律
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
、
定

員
20
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
山
陽
小
野
田
市
商
工
労
働
課

ま
た
は
、
県
の
県
民
生
活
課
へ
電

話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時

①
７
月
31
日

14
時
〜
20
時

30
分

②
８
月
１
日

14
時
〜
20
時

30
分

場
　
所

山
陽
小
野
田
市
雇
用
能

力
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
（
山
陽

小
野
田
市
大
字
西
高
泊
１
２
６

１
―
１
）

予
約
受
付
期
間
　
６
月
30
日

９

時
〜
７
月
30
日

17
時
（
土
日

祝
を
除
く
）

問
合
せ
・
予
約
申
込

山
陽
小
野
　

田
市
商
工
労
働
課
（

０
８
３

６

１
１
５
０
）
県
県
民
生
活

課
（

０
８
３
―
９
３
３
―
２

６
０
８
）

日
本
弁
理
士
会
で
は
全
国
各
地

で
一
斉
無
料
特
許
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
特
許
、
実
用
新
案
、
商

標
の
出
願
に
関
す
る
事
柄
の
ほ
か
、

訴
訟
、
調
査
、
外
国
で
の
特
許
取

得
な
ど
に
関
す
る
事
柄
に
つ
い
て
、

弁
理
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場
　
所
　
サ
ン
ワ
ー
ク
美
祢
（

０
８
３
７

０
７
６
０
）

日
　
時
　
平
成
21
年
６
月
27
日

10
時
〜
16
時

相
談
担
当
弁
理
士

中
村
　
照
雄
（

０
８
３
６

１
１
８
３
）

井
上
　
浩
（

０
８
３
―
９
０

１
―
２
２
３
３
）

※
な
お
、
右
記
の
弁
理
士
に
あ
ら

か
じ
め
お
電
話
す
る
こ
と
で
相

離
職
の
際
、
そ
の
氏
名
、
在
留
資

格
等
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
は
雇
用
環
境
の
改
善
に

向
け
て
、
事
業
主
へ
の
助
言
・
指

導
や
、
離
職
し
た
外
国
人
へ
の
再

就
職
支
援
を
効
果
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
届
け
出
に
当
た
り
、

事
業
主
が
在
留
資
格
等
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
、
不
法
就
労
の
防

止
が
図
れ
ま
す
。
事
業
主
は
外
国

人
労
働
者
が
適
切
な
労
働
条
件
及

び
安
全
衛
生
の
下
、
在
留
資
格
の

範
囲
内
で
能
力
を
発
揮
し
つ
つ
就

労
で
き
る
よ
う
雇
用
管
理
の
改
善

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

山
口
労
働
局
職
業

対
策
課
（

０
８
３
―
９
９
５

―
０
３
８
３
）
ま
た
は
最
寄
り

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
宇
部
　

０
８
３
６

０

１
６
４
）

事
業
主
は
外
国
人
（
特
別
永
住

者
を
除
く
）
労
働
者
の
雇
い
入
れ
・

談
時
間
の
予
約
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企

業
が
調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

６
月
下
旬
に
各
事
業
所
等
に
調

査
員
が
調
査
票
の
配
布
に
訪
問
し

ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
先

市
地
域
情
報
課
（

０
８
３
７

１
１
２
８
）
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桃桃木木小小学学校校
今年最初の豊田前小との交流学習を５月12日（火）に
行いました。今回は、３・４年生の学年交流です。旧桃
木小跡地にできた竹の子工場の見学、仲間作りゲームな
どをして交流を深めました。
竹の子工場では、竹林の荒廃を防ぐ意味のお話を聞い
たり、竹の子の水煮製造工程を見学したりしました。竹
の子の形を整える「弓かき」を体験することもできまし
た。
今後、桃木小と豊
田前小とでは、各学
年とも年間６回以上
の交流学習を予定し
ています。交流学習
を通して、友達が増
え、ものの見方や考
え方が広がってくれ
ればと思います。

麦麦川川小小学学校校
７名の１年生を迎えて全校児童34名が、５・６年生の
企画・運営のもとに「１年生を迎える会」を行いました。
縦割り班での「新聞取りゲーム」や「鬼のタッチをさ
けて川を渡れ」ゲーム、インタビュー、各学年が創意工
夫して作ったプレゼント渡しなどを行いました。特に
「新聞取りゲーム」では、ジャンケンで負けた班は、枚
数が少なくなった新聞紙から落ちないように、高学年が
低学年をおんぶするなど、仲よく助け合いながら活動し
ました。
これからも、仲よ
く助け合って「正し
く・強く・美しく」
を合い言葉に頑張り
ます。

秋秋芳芳南南中中学学校校
毎年、新入生を対象に交通安全教室を行います。今
年も警察の方に来ていただき、自転車の正しい乗り方
の学習をしました。学習後、学校の近くのコースをま
わり、学習したことを実践で確かめました。
新入生は皆、真面目な態度で自転車に乗り、ルール
を守った走行をしていました。今後も安全に十分注意
するとともに、危険を予想しながら自転車に乗り、交
通事故に
遭わない
ようにし
てくれる
と信じて
います。
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黄
金
週
間
に
、
秋
芳
地
区
別
府

に
あ
る
養
マ
ス
場
に
取
材
も
兼
ね

て
行
っ
て
き
ま
し
た
（
お
蔵
入
り

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
…
。）。
子
ど
も
で
も
簡
単
に

20
cm
を
越
え
る
マ
ス
が
釣
れ
、
多

く
の
家
族
連
れ
が
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

釣
っ
た
マ
ス
は
す
ぐ
そ
ば
の
料

理
屋
で
フ
ラ
イ
・
唐
揚
げ
・
洗
い・

塩
焼
き
な
ど
に
し
て
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
私
も
食
べ
ま
し
た

が
、
川
魚
特
有
の
臭
み
も
な
く
白

身
で
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

地
元
の
魅
力
を
再
発
見
し
に
、

一
度
行
か
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。（
コ
）

編
集
後
記

美祢市内の交通事故発生状況
（ ）内は県下総数

発
行
・
編
集
　
美
祢
市
地
域
情
報
課
　

０
８
３
７

１
１
２
８

〒
７
５
９
｜
２
２
９
２
　
美
祢
市
大
嶺
町
東
分
３
２
６
｜
１

Ｅ
メ
ー
ル
　jouhou@

city.m
ine.lg.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　
　http://w
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